















































講演: バイオセンサーとバイオエレクトロニクスの動向 軽部 征夫
（東京工科大学）
コメント: Kerstin Cuhls（ドイツ）、Qiquan Yang（中国）
2.情報通信技術
講演: ユビキタス e-Japan - 情報通信分野における産業・技術
予測 生駒 俊明（一橋大学）
コメント: Ken Ducatel（EU）、Youngrak Choi（韓国）
3.ナノテクノロジー
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○ドイツ政府の予測活動: FUTURのプロセス Kerstin Cuhls
（ドイツフラウンホーファー協会システム・イノベーション研究所）
○キーテクノロジーからキーコンピテンシーへ - フランス・キーテクノロジー調査に関する地域の科学技術力 -
Yann Cadiou（フランス科学技術観測所）
○フィンランドの技術予測: 評価・アセスメントと予測の統合 Eija Ahola（フィンランド技術庁）
○チェコの技術予測プログラム Karel Klusacek （チェコ科学アカデミー技術センター）


























































ること、学びの文化を形成することを目的に開設した博物館である。The ExploratoriumはThe Museum of Science,

































































































・3/3 Ms. Eija Ahola: フィンランド技術庁（Tekes）インパクト分析部ユニット長
Ms. Pirjo Kylakoski: 同上級技術アドバイザー
Mr. Heikki Uusi-Honko: 同品質ユニット長
Mr. Torsti Loikkanen: フィンランドVTT技術調査グループ長
・3/11 Dr. Gerald Hane: 米国Globalvation代表（前米国 OSTP 国際部長代理）
・3/16〜 Dr. William A. Blanpied: NSFフェロー（4/26まで滞在研究予定）
・3/19 Prof. Luke Georghiou: 英国マンチェスター大学工学科学技術政策研究所(PREST)所
長 他
・3/26〜 Prof. Demosthenes Agrafiotis: ギリシア国立公衆衛生大学社会学部教授（4/3まで滞
在研究予定）
○ 講演会・セミナー
・3/ 5 「日本発バイオベンチャーの可能性 - 札幌、神戸、シリコンバレーにおける起業から
- 」
橋本 易周:  メディビック代表取締役社長兼  ジェネティックラボ社取締役
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・3/13 「日本の産業競争力の再構築 - 次世代イノベーションモデル: テクノプロデューサー
の時代 - 」
亀岡 秋男: 北陸先端科学技術大学院大学教授






・「科学技術動向 2003 年 3 月号」（3 月 28 日発行）
 特集 1 英国のヒト胚に関わる管理システム成立の背景と機能の実際
- わが国における生命科学技術の社会的ガバナンスシステム構築のために -
 第2調査研究グループ 牧山 康志
 特集 2 高信頼ソフトウェア技術の研究動向
- ソフトウェア基礎技術の確立に向けて -
 情報通信ユニット 亘理 誠夫
 特集 3 民生部門における省エネルギー技術の現状と今後の方向性
 環境・エネルギーユニット 宮本 和明
・「Science & Technology Trends〜Quarterly Review No.5(科学技術動向 英文版第5
号)」
・「Science & Technology Trends〜Quarterly Review No.6(科学技術動向 英文版第6
号)」
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会 (政策研ニュース担当: 情報分析課news@nistep.go.jp)
トップへ
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